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(57)【要約】
【課題】新たに別部材を設けることなく、表面層側が内
側となるように長手方向に折り畳んだり丸めたりした状
態を維持できるペット用吸収性物品を提供すること。
【解決手段】表面層２、裏面層３及び吸収体４を備える
と共に、第１端部１１及び第２端部１２と一対の側部と
を有して矩形形状に構成され、ペットの胴回りに巻きつ
けられた状態で、第１端部１１がペットの身体側に配置
されると共に第２端部１２が第１端部１１の外面に着脱
可能に取り付けられるペット用吸収性物品であって、第
１端部１１の外面側に配置され、第２端部１２の内面を
係止可能な係止部材７を更に備えると共に、裏面層３の
外面の少なくとも一部は、係止部材７が係止可能な部材
により構成され、第１端部１１における係止部材７が配
置された部分の第２端部１２側には、低剛性領域１６が
形成される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性の表面層、液不透過性の裏面層及び該表面層及び該裏面層の間に配置される吸
収体を備えると共に、互いに対向する第１端部及び第２端部と、該第１端部及び第２端部
に直交し互いに対向する一対の側部と、を有して矩形形状に構成され、ペットの胴回りに
巻きつけられた状態で、前記第１端部がペットの身体側に配置されると共に、前記第２端
部が前記第１端部の外面に着脱可能に取り付けられるペット用吸収性物品であって、
　前記第１端部の外面側に配置され、前記第２端部の内面を係止可能な係止部材を更に備
えると共に、前記裏面層の外面の少なくとも一部は、該係止部材が係止可能な部材により
構成され、
　前記第１端部における前記係止部材が配置された部分の前記第２端部側には、該係止部
材が配置された部分よりも剛性の小さい低剛性領域が形成されるペット用吸収性物品。
【請求項２】
　前記係止部材は、帯状に構成されると共に、該係止部材の長手方向が前記ペット用吸収
性物品の幅方向に沿うように配置される請求項１に記載のペット用吸収性物品。
【請求項３】
　前記第１端部は、前記表面層及び前記裏面層が前記吸収体の端縁から延出して構成され
、
　前記低剛性領域は、前記表面層及び前記裏面層が前記吸収体の端縁から延出した部分に
より構成される請求項１又は２に記載のペット用吸収性物品。
【請求項４】
　前記低剛性領域の前記ペット用吸収性物品の長手方向に沿う方向の長さは、前記係止部
材の前記ペット用吸収性物品の長手方向に沿う方向の長さ以上である請求項１～３のいず
れかに記載のペット用吸収性物品。
【請求項５】
　前記係止部材は、複数のフック部を有するフックテープにより構成され、
　前記裏面層の外面は、前記複数のフック部が係合可能な不織布により構成される請求項
１～４のいずれかに記載のペット用吸収性物品。
【請求項６】
　前記表面層は、前記複数のフック部が係合可能な不織布により構成される請求項５に記
載のペット用吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、犬やネコ等のペットの胴回りに巻きつけて用いられるペット用吸収性物品に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、犬やネコ等のペットに用いられるペット用使い捨ておむつが提案されている。こ
のようなペット用使い捨ておむつは、装着状態において、ペットの肛門部及び後足の付け
根間に位置する尿道口を覆うことで、ペットの糞及び尿を捕捉している。
【０００３】
　ここで、ペットの種類（例えば、胴長短足犬であるミニチュアダックスフンド）によっ
ては、尿道口の位置が後足の付け根間よりも前方に位置する場合がある。また、雄犬は、
雌犬に比して、尿道口が前方に位置する。このように、尿道口が前方に位置するペットに
、ペット用使い捨ておむつを装着した場合には、おむつから尿道口が露出してしまい、ペ
ットの尿がもれてしまう場合があった。
　そこで、表面層、裏面層及びこれら表面層と裏面層との間に配置された吸収体を備える
と共に矩形形状に構成され、ペットの胴回り部に巻きつけて装着されるペット用吸収性物
品が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
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　このような、矩形形状に構成されたペット用吸収性物品によれば、尿道口の位置にかか
わらず、確実に尿道口を覆って装着させられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２０５３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、矩形形状に構成されたペット用吸収性物品は、使用後、糞や尿等の排泄物が
付着した表面層側が内側となるように、長手方向に何度も折り返して小さく折り畳んだり
、長手方向に小さく丸めたりして、排泄物が付着した面が露出しないようにした状態で廃
棄される。
　しかしながら、特許文献１で提案されたペット用吸収性物品では、折り畳んだり、丸め
たりした状態でペット用吸収性物品の形状を固定することができない。
【０００６】
　乳幼児用の使い捨ておむつ等の吸収性物品においては、表面層側が内側となるように折
り畳んだり丸めたりした状態の形状を固定するためのテープ部材を設ける技術が提案され
ている。しかしながら、この場合には、吸収性物品の製造に別途新たな部材が必要となり
、吸収性物品のコストアップとなってしまう。
【０００７】
　従って、本発明は、新たに別部材を設けることなく、表面層側が内側となるように長手
方向に折り畳んだり丸めたりした状態を維持できるペット用吸収性物品を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、液透過性の表面層、液不透過性の裏面層及び該表面層及び該裏面層の間に配
置される吸収体を備えると共に、互いに対向する第１端部及び第２端部と、該第１端部及
び第２端部に直交し互いに対向する一対の側部と、を有して矩形形状に構成され、ペット
の胴回りに巻きつけられた状態で、前記第１端部がペットの身体側に配置されると共に、
前記第２端部が前記第１端部の外面に着脱可能に取り付けられるペット用吸収性物品であ
って、前記第１端部の外面側に配置され、前記第２端部の内面を係止可能な係止部材を更
に備えると共に、前記裏面層の外面の少なくとも一部は、該係止部材が係止可能な部材に
より構成され、前記第１端部における前記係止部材が配置された部分の前記第２端部側に
は、該係止部材が配置された部分よりも剛性の小さい低剛性領域が形成されるペット用吸
収性物品に関する。
【０００９】
　また、前記係止部材は、帯状に構成されると共に、該係止部材の長手方向が前記ペット
用吸収性物品の幅方向に沿うように配置されることが好ましい。
【００１０】
　また、前記第１端部は、前記表面層及び前記裏面層が前記吸収体の端縁から延出して構
成され、前記低剛性領域は、前記表面層及び前記裏面層が前記吸収体の端縁から延出した
部分により構成されることが好ましい。
【００１１】
　また、前記低剛性領域の前記ペット用吸収性物品の長手方向に沿う方向の長さは、前記
係止部材の前記ペット用吸収性物品の長手方向に沿う方向の長さ以上であることが好まし
い。
【００１２】
　また、前記係止部材は、複数のフック部を有するフックテープにより構成され、前記裏
面層の外面は、前記複数のフック部が係合可能な不織布により構成されることが好ましい
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。
【００１３】
　また、前記表面層は、前記複数のフック部が係合可能な不織布により構成されることが
好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のペット用吸収性物品によれば、新たに別部材を設けることなく、表面層側が内
側となるように長手方向に折り畳んだり丸めたりした状態を維持できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係るペット用吸収性物品を示す斜視図である。
【図２】第１実施形態のペット用吸収性物品を表面層側から視た平面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線断面図である。
【図４】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図５】図２のＣ－Ｃ線断面図である。
【図６】図２のＤ－Ｄ線断面図である。
【図７】第１実施形態のペット用吸収性物品をペットに装着する過程を示す図であり、第
１端部をペットの背中に位置させた状態を示す図である。
【図８】第１実施形態のペット用吸収性物品をペットに装着する過程を示す図であり、ペ
ットの胴回りに巻いたペット用吸収性物品の第２端部を引っ張って、ペット用吸収性物品
をペットの胴回りに密着させる様子を示す図である。
【図９】ペット用吸収性物品をペットの胴回りに装着した状態を示す図である。
【図１０Ａ】第１実施形態のペット用吸収性物品を、表面シート側が内面となるように、
第２端部側から丸めている状態を示す縦断面図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａに示す状態から、第１端部におけるフックテープが配置された部分
を折り返した状態を示す図である。
【図１０Ｃ】図１０Ｂに示す状態から、更にペット用吸収性物品を丸めて、フックテープ
を裏面シートに係合させた状態を示す図である。
【図１１Ａ】第２実施形態のペット用吸収性物品を、裏面層側から視た平面図である。
【図１１Ｂ】図１１ＡのＥ－Ｅ線断面図である。
【図１１Ｃ】第２実施形態のペット用吸収性物品を丸めた状態を示す縦断面図である。
【図１２Ａ】第３実施形態のペット用吸収性物品を、裏面層側から視た平面図である。
【図１２Ｂ】図１２ＡのＦ－Ｆ線断面図である。
【図１２Ｃ】第３実施形態のペット用吸収性物品を丸めた状態を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明のペット用吸収性物品の好ましい各実施形態について、図面を参照しなが
ら説明する。
　まず、第１実施形態のペット用吸収性物品について、図１～図６を参照しながら説明す
る。
　第１実施形態のペット用吸収性物品１は、図１及び図２に示すように、互いに対向する
一対の端部としての第１端部１１及び第２端部１２と、これら第１端部１１及び第２端部
１２に直交し互いに対向する一対の側部と、を有して矩形形状に構成され、ペットの胴回
り部に巻きつけて装着される。このペット用吸収性物品１は、尿道口が後足の付け根間よ
りも前方に位置するペット（例えば、ミニチュアダックスフンド等の胴長短足犬）に特に
好適に用いられる。
【００１７】
　ペット用吸収性物品１は、図１～図６に示すように、液透過性の表面層を構成する表面
シート２と、液不透過性の裏面層３を構成する裏面シート３１及び防水シート３２と、吸
収体４と、一対のサイドシート５１，５２と、弾性部材としての第１弾性部材６１及び第
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２弾性部材６２と、係止部材としてのフックテープ７と、フックテープ７に係合可能なル
ープ材８と、を備える。
【００１８】
　表面シート２は、矩形形状に構成される。この表面シート２は、主として、装着対象の
ペットの身体に当接する側の面を構成する。表面シート２としては、有孔又は無孔の不織
布や多孔性プラスティックシートを用いることができる。
【００１９】
　裏面シート３１は、図３～図５に示すように、表面シート２よりも幅広で、表面シート
２と略等しい長さの矩形形状に構成される。裏面シート３１は、ペット用吸収性物品１の
反身体側の面を構成する。
　防水シート３２は、裏面シート３１よりも幅狭、かつ、表面シート２よりも幅広に構成
され、裏面シート３１における表面シート２側の面に配置される。
　裏面シート３１及び防水シート３２としては、疎水性の不織布、不透水性のプラスティ
ックフィルム、不織布と不透水性プラスティックフィルムとのラミネートシート、耐水性
の高いメルトブローン不織布を強度の強いスパンボンド不織布で挟んだＳＭＳ不織布等を
用いることができる。
　第１実施形態では、裏面シート３１の外面は、後述するフック部７２が係合可能な不織
布により構成される。
【００２０】
　一対のサイドシート５１，５２は、図２に示すように、細長い矩形形状に構成され、表
面シート２の長手方向に沿う側部の身体側にそれぞれ配置される。一対のサイドシート５
１，５２の長さは、表面シート２及び裏面シート３１の長さと略等しく構成される。一対
のサイドシート５１，５２の外側縁は、図３～図５に示すように、裏面シート３１の側縁
の位置と一致している。一対のサイドシート５１，５２の外側縁側は、裏面シート３１の
側部に接合されている。
【００２１】
　一対のサイドシート５１，５２の内側縁の一部は、図１及び図４に示すように、自由端
となっている。より具体的には、一対のサイドシート５１，５２の内側縁は、図３及び図
５に示すように、第１端部１１及び第２端部１２において、表面シート２に接合されてい
る。そして、一対のサイドシート５１，５２の内側縁は、図４に示すように、第１端部１
１及び第２端部１２において、を除く部分において、自由端となっている。
【００２２】
　サイドシート５１，５２としては、撥水性又は疎水性を有するものが好ましく用いられ
、具体的には、スパンレース不織布、スパンボンド不織布、サーマルボンド不織布、メル
トブローン不織布、ニードルパンチ不織布、エアスルー不織布等の各種不織布を用いるこ
とができる。不織布を構成する素材繊維としてはポリエチレン又はポリプロピレン等のオ
レフィン系、ポリエステル系、ポリアミド系等の合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の
再生繊維、綿等の天然繊維を用いることができる。
【００２３】
　吸収体４は、図４に示すように、重ね合わせられた表面シート２及び裏面層３の間に介
在配置される。吸収体４は、図２に示すように、矩形帯状の吸収体本体４１と、この吸収
体本体４１から延出する第１延出部４２及び第２延出部４３と、を備える。
【００２４】
　吸収体本体４１は、ペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤの一端側から他端側まで延び
て配置される。
　吸収体本体４１の長さは、表面シート２及び裏面シート３の長さよりも短く構成されて
いる。そして、図６に示すように、ペット用吸収性物品１の第１端部１１及び第２端部１
２には、吸収体本体４１は、配置されない。
【００２５】
　吸収体本体４１の幅は、表面シート２及び裏面シートの幅よりも狭く構成される。吸収
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体本体４１の長手方向に沿う一対の側部は、それぞれ、図２に示すように、平面視におい
て、サイドシート５１の内側縁の近傍における内側縁よりもペット用吸収性物品１の幅方
向ＷＤの外側に位置する。
【００２６】
　第１延出部４２及び第２延出部４３は、それぞれ、吸収体本体４１の長手方向に沿う一
対の側部の中央部から幅方向の外方に延出する。
【００２７】
　第１弾性部材６１は、図１及び図２に示すように、一対のサイドシート５１，５２それ
ぞれの内側縁近傍に配置される。より具体的には、第１弾性部材６１は、図４に示すよう
に、内側縁側で折り返されたサイドシートの間に挟まれると共に、ホットメルト接着剤に
より伸長状態でサイドシートに固定される。第１弾性部材６１は、図２に示すように、伸
長状態において、吸収体４の長手方向の長さよりも長い長さで一対のサイドシート５１，
５２に配置される。
【００２８】
　第２弾性部材６２は、図１及び図２に示すように、ペット用吸収性物品１の一対の側部
それぞれに配置される。より具体的には、第２弾性部材６２は、図４に示すように、サイ
ドシート５１と裏面シート３１との間、及びサイドシート５２と裏面シート３１との間に
それぞれ配置される。また、第２弾性部材６２は、伸長状態で、ホットメルト接着剤によ
り、サイドシート５１，５２及び裏面シート３１に固定される。
　第２弾性部材６２は、伸長状態において、吸収体４の長手方向の長さよりも長い長さで
ペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤに沿う一対の側部それぞれに配置される。
【００２９】
　第１弾性部材６１及び第２弾性部材６２としては、細長く、伸び縮みする材料であれば
よく、天然ゴムからなる糸状ゴム、平ゴム等や、ウレタン、エチレン－酢酸ビニル共重合
体（ＥＶＡ）、ＰＥ等の熱可塑性エラストマーを用いることができる。更に具体的には、
熱可塑性エラストマーとしては、ポリブタジエン、ポリイソプレン、スチレン－ブタジエ
ン共重合体、スチレン－イソプレン共重合体、ポリウレタン、エチレン－酢酸ビニル共重
合体、エチレン－αオレフィン共重合体等を糸状に成形するか又はフィルムに成型し細幅
にスリットしたものが挙げられる。
【００３０】
　フックテープ７は、図１及び図２に示すように、第１端部１１の外面に配置される。フ
ックテープ７は、帯状に構成され、フックテープ７の長手方向がペット用吸収性物品１の
幅方向ＷＤに沿うように配置される。また、フックテープ７は、第１端部１１の端縁から
所定の距離内側に離間した位置に取り付けられることが好ましい。
【００３１】
　フックテープ７は、図３に示すように、帯状の基部７１と、この基部７１の一方の面に
設けられる複数のフック部７２と、を備える。フックテープ７は、複数のフック部７２が
形成された面が外面となるように、裏面シート３１に取り付けられる。
　フックテープ７は、ポリプロピレン等の合成樹脂材により基部７１及び複数のフック部
７２が一体的に形成される。
【００３２】
　ここで、第１端部１１は、表面シート２、サイドシート５１，５２及び裏面層３が吸収
体４の長手方向の一端側から延出して構成されている。即ち、第１端部１１には、吸収体
４は配置されておらず、第１端部１１は、フックテープ７が配置された部分を除いて、表
面シート２、サイドシート５１，５２、及び裏面層３が積層されて構成されている。また
、フックテープ７は、第１端部１１の端縁側に配置される。これにより、図２及び図６に
示すように、第１端部１１におけるフックテープ７が配置された部分の第２端部１２側に
は、第１端部１１におけるフックテープ７が配置された部分、及びペット用吸収性物品１
における吸収体４が配置された部分よりも曲げ剛性の小さい低剛性領域１６が形成される
。
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【００３３】
　低剛性領域１６のペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤに沿う長さＬ１は、図２及び図
６に示すように、フックテープ７の幅Ｌ２よりも長く構成される。
　低剛性領域１６の長手方向ＬＤにおける曲げ剛性は、第１端部１１におけるフックテー
プ７が配置された部分を容易に折り返せるようにする観点から、Ｌ　１０８４（フロック
加工生地試験方法）に規定されている剛軟度Ｂ法（ハートループ法）により測定した剛軟
度が６０ｍｍ～９０ｍｍであることが好ましい。
【００３４】
　ループ材８は、図１及び図２に示すように、第２端部１２の内面に配置される。ループ
材８は、帯状に構成され、ループ材８の長手方向がペット用吸収性物品１の幅方向ＷＤに
沿うように配置される。ループ材８は、図５に示すように、帯状の基部８１と、この基部
８１の一方の面に設けられる複数のループ部８２と、を備える。ループ材８は、複数のル
ープ部８２が形成された面がペット用吸収性物品１の内面となるように、表面シート２及
びサイドシート５１，５２に取り付けられる。
　ループ材８は、ポリエステル等の合成樹脂材により基部８１及び複数のループ部８２が
一体的に形成される。
【００３５】
　以上のペット用吸収性物品１は、第１弾性部材６１がペット用吸収性物品１の長手方向
ＬＤに沿って伸長状態で一対のサイドシート５１，５２に固定されている。また、第２弾
性部材６２がペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤに沿って伸長状態でサイドシート５１
，５２と裏面シート３１との間に固定されている。
【００３６】
　そのため、ペット用吸収性物品１は、自然状態（外力を付加しない状態）では、第１弾
性部材６１及び第２弾性部材６２が収縮して、図１に示すように、表面シート２側が内面
を構成するように第１端部１１と第２端部１２とが近づいた立体的な形状となる。これに
より、ペット用吸収性物品１の一対の側部に、長手方向ＬＤに伸縮可能な一対の胴回りギ
ャザー部１３が形成される（図１参照）。また、一対のサイドシート５１，５２における
自由端側が立ち上がり、サイドシート５１，５２の内面と表面シート２の外面との間に、
一対のポケット部１４，１５が形成される（図４参照）。
【００３７】
　次に、第１実施形態のペット用吸収性物品１をペットに取り付ける手順について、図７
～図９を参照しながら説明する。図７～図９は、第１実施形態のペット用吸収性物品１を
ペットに装着する過程を示す図であり、図７は、第１端部１１をペットの背中に位置させ
た状態を示す図である。図８は、ペットの胴回りに巻いたペット用吸収性物品１の第２端
部１２を引っ張って、ペット用吸収性物品１をペットの胴回りに密着させる様子を示す図
であり、図９は、ペット用吸収性物品１をペットの胴回りに装着した状態を示す図である
。
【００３８】
　まず、図７に示すように、ペット用吸収性物品１の第１端部１１をペットの背中に位置
させて、この第１端部１１を装着者の片方の手で押さえる。
　次いで、第１端部１１を一方の手で押さえたまま、ペット用吸収性物品１の第２端部１
２を他方の手で持って、ペット用吸収性物品１をペットの腹側を覆うように巻きつける。
【００３９】
　次いで、図８に示すように、第２端部１２を上方に引っ張って、一対の胴回りギャザー
部１３をペットの胴回りに密着させた後、図９に示すように、第２端部１２の内面を第１
端部１１の外面に配置されたフックテープ７に係合させる。これにより、ペット用吸収性
物品１がペットの胴回りに巻きつけられる。
【００４０】
　次に、使用後のペット用吸収性物品１の廃棄手順について、図６及び図１０Ａ～図１０
Ｃを参照しながら説明する。図１０Ａは、第１実施形態のペット用吸収性物品１を、表面
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シート２側が内面となるように、第２端部１２側から丸めている状態を示す縦断面図であ
る。図１０Ｂは、図１０Ａに示す状態から、第１端部１１におけるフックテープ７が配置
された部分を折り返した状態を示す図である。図１０Ｃは、図１０Ｂに示す状態から、更
にペット用吸収性物品１を丸めて、フックテープ７を裏面シート３１に係合させた状態を
示す図である。
【００４１】
　使用後のペット用吸収性物品１には、表面シート２側にペットの糞や尿等の排泄物が付
着している。ここで、第１実施形態のペット用吸収性物品１は、帯状に構成されている。
そのため、ペット用吸収性物品１を、表面シート２側が内側になるように長手方向に小さ
く丸めることで、排泄物が付着した表面シート２側が露出しないようにできる。
【００４２】
　より詳細には、まず、図６に示すように、帯状に延びた状態のペット用吸収性物品１を
、図１０Ａに示すように、第２端部１２側から、表面シート２側が内側になるように、所
定の幅で繰り返し折り返して丸めていく。
　次いで、ペット用吸収性物品１を第１端部１１の近傍まで丸めたら、図１０Ｂに示すよ
うに、第１端部１１のフックテープ７が配置された部分を、フックテープ７が表面シート
２側に位置するように折り返す。
【００４３】
　ここで、第１端部１１におけるフックテープ７が配置された部分の第２端部１２側には
、低剛性領域１６が形成されているので（図１０Ａ参照）、フックテープ７が配置された
部分は、容易に折り返すことができる。また、低剛性領域１６のペット用吸収性物品１の
長手方向ＬＤに沿う長さＬ１は、フックテープ７の幅Ｌ２よりも長く構成されている。そ
のため、フックテープ７を折り返した状態において、フックテープ７と重なる位置の全域
は、低剛性領域１６により構成されており、このフックテープ７と重なる位置には、吸収
体４は配置されない。
【００４４】
　次いで、第１端部１１のフックテープ７が折り返された状態で、第２端部１２側から更
にペット用吸収性物品１を丸めていく。すると、図１０Ｃに示すように、折り返されたフ
ックテープ７が裏面シート３１に当接する。ここで、裏面シート３１は、フック部７２が
係合可能な不織布により構成されているので、フックテープ７は、当接した部分の裏面シ
ート３１に係合される。これにより、ペット用吸収性物品１は、表面シート２側が内側を
向くように丸められた状態が維持される。ペット用吸収性物品１は、このように、小さく
丸められた状態で廃棄される。
【００４５】
　以上説明した第１実施形態のペット用吸収性物品１によれば、以下のような作用効果を
奏する。
【００４６】
　（１）第１端部１１の外面の端縁側にフックテープ７を配置し、第１端部１１における
フックテープ７が配置された部分の第２端部１２側に、低剛性領域１６を形成した。また
、裏面シート３１を、フック部７２が係合可能な不織布により構成した。これにより、第
１端部１１のフックテープ７が配置された部分を、フックテープ７が表面シート２側に位
置するように容易に折り返せる。よって、使用後のペット用吸収性物品１を、表面シート
２側が内面となるように第２端部１２側から丸めていった場合に、第１端部１１のフック
テープ７が配置された部分を折り返して、丸めたペット用吸収性物品１の裏面シート３１
に係合させることで、新たに別部材を設けることなく、ペット用吸収性物品１を丸めた状
態を維持できる。
【００４７】
　（２）フックテープ７を帯状に構成し、このフックテープ７の長手方向がペット用吸収
性物品１の幅方向ＷＤに沿うように配置した。これにより、ペット用吸収性物品１を丸め
た場合に、幅方向ＷＤの広い範囲に亘ってフックテープ７を裏面シート３１に係合させら
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れるので、ペット用吸収性物品１を丸めた状態の保持力を向上できる。
【００４８】
　（３）第１端部１１を、表面シート２、裏面層３及びサイドシート５１，５２を吸収体
４の長手方向の端縁から延出させて構成し、低剛性領域１６を、表面シート２、裏面層３
及びサイドシート５１，５２が吸収体４の端縁から延出した部分により構成した。これに
より、低剛性領域１６を、剛性の小さいシート部材を主体として構成できるので、第１端
部１１におけるフックテープ７が配置された部分をより容易に折り返せる。
【００４９】
　（４）吸収体４は、尿等の水分を吸収すると、膨張して厚みが増す。そこで、低剛性領
域１６のペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤに沿う方向の長さＬ１を、フックテープ７
のペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤに沿う方向の長さＬ２以上とした。これにより、
フックテープ７を折り返した状態において、フックテープ７と重なる位置の全域を、吸収
体４が配置されていない低剛性領域１６により構成できる。よって、折り返したフックテ
ープ７に重なる位置に吸収体４が配置されないので、吸収体４が水分を吸収して膨張して
も、この膨張した吸収体４の影響がフックテープ７に及ばない。その結果、ペット用吸収
性物品１を丸めた状態で吸収体４が膨張しても、フックテープ７と裏面シート３１との係
合をはずれにくくできる。
【００５０】
　（５）係止部材をフックテープ７により構成し、裏面シート３１を、フック部７２に係
合可能な不織布により構成した。これにより、使用後のペット用吸収性物品１を廃棄する
場合に、フックテープ７に係合させる部材を裏面シート３１側に別途設けることなく、フ
ックテープ７を裏面シート３１に係合させられる。よって、ペット用吸収性物品１の製造
コストを低減できる。
【００５１】
　次に、本発明の第２実施形態に係るペット用吸収性物品１について、図１１Ａ～図１１
Ｃを参照しながら説明する。図１１Ａは、第２実施形態のペット用吸収性物品１を、裏面
層３側から視た平面図である。図１１Ｂは、図１１ＡのＥ－Ｅ線断面図である。図１１Ｃ
は、第２実施形態のペット用吸収性物品１を丸めた状態を示す縦断面図である。
　尚、第２実施形態以降の説明にあたって、同一構成要件については同一符号を付し、そ
の説明を省略もしくは簡略化する。
【００５２】
　第２実施形態のペット用吸収性物品１は、主として、裏面層３の構成において、第１実
施形態と異なる。
　具体的には、図１１Ａ及び図１１Ｂに示すように、第２実施形態では、裏面シート３１
は、ペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤの中央よりも第１端部１１側の領域のみに配置
される。即ち、ペット用吸収性物品１の外面側においては、全面に防水シート３２が配置
されており、裏面シート３１は、この防水シート３２における第１端部１１側の半分の領
域を覆っている。
【００５３】
　第２実施形態のペット用吸収性物品１によれば、上述した（１）～（５）の作用効果を
奏する他、以下のような作用効果を奏する。
【００５４】
　（６）ペット用吸収性物品１を使用後に丸める場合、図１１Ｃに示すように、フックテ
ープ７を係合させる裏面シート３１の位置は、ペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤの中
央よりも第１端部１１側に位置する。そこで、裏面層３の外面側に配置される裏面シート
３１を、ペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤの中央よりも第１端部１１側の領域に配置
した。これにより、裏面シート３１の使用量を減らしつつ、使用後のペット用吸収性物品
１を丸めた状態を好適に保持できる。
【００５５】
　次に、本発明の第３実施形態に係るペット用吸収性物品１について、図１２Ａ～図１２
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Ｃを参照しながら説明する。図１２Ａは、第３実施形態のペット用吸収性物品１を、裏面
層３側から視た平面図である。図１２Ｂは、図１２ＡのＥ－Ｅ線断面図である。図１２Ｃ
は、第２実施形態のペット用吸収性物品１を丸めた状態を示す縦断面図である。
【００５６】
　第３実施形態のペット用吸収性物品１は、主として、裏面層３の構成において、第２実
施形態と異なる。
　具体的には、図１２Ａ及び図１２Ｂに示すように、第３実施形態では、裏面シート３１
は、第１端部１１側の端縁から所定の長さＬ３の範囲の領域には、配置されない。即ち、
裏面シート３１は、ペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤの中央よりも第１端部１１側の
領域であって、かつ、第１端部１１側の端縁から所定の長さＬ３の範囲の領域を除く領域
に配置される。また、フックテープ７は、第１端部１１における裏面シート３１が配置さ
れない領域に配置される。
　以上のペット用吸収性物品１によれば、図１２Ａ及び図１２Ｂに示すように、第１端部
１１におけるフックテープ７が配置された部分の第２端部１２側に、裏面シート３１を含
まない低剛性領域１６（主として、表面シート２及び防水シート３２により構成される低
剛性領域１６）が形成される。
【００５７】
　第３実施形態のペット用吸収性物品によれば、上述した（１）～（６）の作用効果を奏
する他、以下のような作用効果を奏する。
【００５８】
　（７）裏面シート３１を、ペット用吸収性物品１の長手方向ＬＤの中央よりも第１端部
１１側の領域であって、かつ、第１端部１１側の端縁から所定の長さＬ３の範囲の領域を
除く領域に配置した。また、フックテープ７を、第１端部１１における裏面シート３１が
配置されない領域に配置した。これにより、第１端部１１におけるフックテープ７が配置
された部分の第２端部１２側に、裏面シート３１を含まない低剛性領域１６を形成できる
。よって、低剛性領域１６の曲げ剛性をより小さく構成できるので、フックテープ７をよ
り折り返しやすくできる。
【００５９】
　以上、本発明の好ましい各実施形態について説明したが、本発明は、上述した各実施形
態に制限されるものではなく、適宜変更が可能である。
　例えば、第１実施形態～第３実施形態では、第１端部１１の外面にフックテープ７を配
置すると共に、第２端部１２の内面にループ材８を配置し、フックテープ７とループ材８
とを係合させたが、これに限らない。即ち、表面シート及びサイドシートを、フック部が
係合可能な不織布により構成し、これら表面シート及びサイドシートにより第２端部１２
の内面を構成してもよい。これにより、ループ材を用いることなくペット用吸収性物品を
製造できるので、ペット用吸収性物品１の製造コストを低減できる。
【００６０】
　また、第１実施形態～第３実施形態では、係止部材としてフックテープ７を用いたが、
これに限らない。即ち、係止部材として粘着テープを用いてもよい。この場合、裏面層の
外面を、フック部に係合不能なフィルム材により構成してもよい。
【００６１】
　また、第１実施形態～第３実施形態では、裏面層３を、裏面シート３１及び防水シート
３２の２層により構成したが、これに限らない。即ち、裏面層を、不織布により構成され
る裏面シートのみにより構成してもよい。また、裏面層を、裏面シートと、この裏面シー
トの外面におけるフックテープの係合部分に配置されるループ材と、により構成してもよ
い。更には、裏面層を、防水シートと、この防水シートの外面におけるフックテープの係
合部分に配置されるループ材と、により構成してもよい。
【符号の説明】
【００６２】
　１　ペット用吸収性物品
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　２　表面シート（表面層）
　３　裏面層
　４　吸収体
　７　フックテープ（係止部材）
　１１　第１端部
　１２　第２端部
　１６　低剛性領域

【図１】 【図２】
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【図３】
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【図８】 【図９】
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【図１０Ｃ】 【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】 【図１１Ｃ】
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【図１２Ａ】 【図１２Ｂ】
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